
【北空知支所広域専門（園芸）】

１ 活動の背景

図１ シネンシス・シヌアータの秋期出荷推移

２ 活動の経過

★ 次年度に向けた、 ★ 作付面積の拡大・生

有望品種を試験栽 産量の増加、また産

培している農業者（３戸）に対して、広域連 地ブランドの維持に向けて、生産者と関係

職員や種苗メーカーとの定期的な合同巡回 機関が団結し 『シヌアータ作付推進プロジェ

を実施し、生育確認や品種特性の意見交換 クト』（以降シヌアータＰＪ）が設立。【抑制作型

を行った。 栽培マニュアル】を作成

写真１ 定期巡回の様子 写真２ シヌアータＰＪ

課題番号 33

シネンシス系スターチスおよびシヌアータの

秋期生産性の向上！（秋期採花の実態把握と出荷数量の向上）
対象 ： 北育ち元気村花き生産組合 シネンシス栽培者 （６１戸)・シヌアータ栽培者（93戸）

“ 草丈 ” 取れてるなぁ・・!!
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地域の現状

◇ 北育ち元気村花き生産組合の“シネン

シス系スターチス”（以降シネンシス）、

及び“シヌアータ”の出荷は全国シェア

30％・40％を占める大産地である。

地域の問題

◇ シネンシスとシヌアータの導入株数は

平成21年をピークに年々減少してい

る。

特に需要の中心である「お彼岸」向け

出荷は作付

の前進や２

番花の品質

低下により、

市場からの

注文量に対

して納品数

が不足するケースが懸念されている。

もっと！

「花」 送っ

てくれ！

課題解決に向けた具体的な取り組み

◇ 秋期採花の実態把握と出荷数量の向上！

★ シネンシス ＝ 有望品種（系統）の生育確認・

選定（広域連・種苗メーカー）。

★ シヌアータ ＝ シヌアータ作付推進プロジェク

トチームの発足（シヌアータ部

会役員・広域連・普及Ｃ）

★ 共通 ＝ 防除体系の作成＆灰色かび病対策

薬剤試験の実施。

◇ シネンシス ◇ シヌアータ



★ 病害虫防除体系の作成 ★ 灰色かび病対策薬剤試験の実施

シネンシス栽培者やシヌアータ部会と連携 多湿気象下で「灰色かび病」の発生が顕著で

し、防除薬剤の選定およびローテーション あり、品質低下や市場からのクレームに繋が

（案）を作成し周知した。 ているため、新規系統薬剤を検討した。

図２ 農薬ローテーション作成イメージ図

写真３ シヌアータ灰色かび病 写真４ 薬剤散布の様子

３ 成果の具体的内容

図３ シネンシス秋期

出荷数量推移

図４ シヌアータ

秋期出荷数量推移

写真７ 防テーション（案）

写真６ 作成したマニュアル

４ 今後の課題と対応

Ａ水和剤

Ｂフロアブル

αフロアブル

β乳剤 Ｃ水溶剤
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出荷数量の増！
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スターチス・シヌアータ防除体系（害虫編）　　2023年 北育ち元気村花き生産組合　シヌアータ部会

月
旬 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

促成

普通

抑制
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2 0 0 0 0

※スターチス・シヌアータには登録の無い薬剤も含まれているので、使用時は十分注意する
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項目
4 5 6 7 8

定植 摘芽 採花 採花

定植 摘芽 採花

採花 採花採花摘芽

定植時 ○ダントツ粒剤 １ｇ/株

◇ハウス周辺の除草（除草剤）

○バスタ液剤 300～500ml/10a
（無風時の早朝散布 飛散注意）

◇ヨトウムシ類の老齢幼虫

○アファーム乳剤

○フェニックス顆粒水和剤

○グレーシア乳剤

◇ワタアブラムシ

8～9月に発生することが多い。
○コルト顆粒水和剤

○アクタラ顆粒水和剤

アディオンフロアブルでは効果が

劣ることがある。

重点防除時期

発生状況により防除

▲定植～開花前及び採花終・次の開花前

○モスピラン顆粒水溶剤

○コテツフロアブル

○アディオンフロアブル

○バロックフロアブル ２，０００倍（１回）

○マイトコーネフロアブル １，０００倍（１回）

○ダニサラバフロアブル １，０００倍（２回）

○コロマイト乳剤 １，５００倍（２回）

○カネマイトフロアブル １，０００倍（１回）
※コロマイト乳剤

グラミンS等の汎用性展着剤やシリコ－ン系展着剤以外は使用しない
ストロビー、オーソサイドと混用しない

※ダニサラバフロアブル

ペンコゼブと混用すると凝縮するので撹拌して散布する

コロマイト

（６）

ダニサラバ

（２５Ａ）

カネマイト

（２０Ｂ）

コロマイト

（６）

マイトコーネ

（２０Ｄ）

・散布３～５日後に効果

を確認して、効果が低い

ときは別の薬剤を散布

する

・マイトコーネは遅効性

・バロックは遅効性

・（ ）内はラックコード
ダニサラバ

（２５Ａ）

▲開花後～

・アファーム

（６）

・ディアナSC
（５）

・アディオン

（３Ａ）

・モベント

（２３）

発生害虫に合わせて変

更する

※（ ）内はラックコード

・ハチハチ

（Ｆ３９・２１Ａ）

※ アブラムシ類防除でてんぐ巣病（ヨコバイ類）の同時防除となる。

※ アザミウマ類防除はウイルス病（ＩＮＳＶ）の被害拡大を防ぐ。

バロック

（Ｉ：１０（Ｂ））

★ 抑制作型栽培マニュアルを作成し、生産者に
周知し、抑制作型への理解が進んだが、６月
中旬から９月までの高温・多照の気象経過の
ため 抑制作型の立ち上がり本数は少なくな
り、出荷数量は減少した。目標の12,000c/s
には届かなかったが、品質は良く市場からの
評価は高かった。

★ 秋の「お彼岸」期間の出荷数量向上への継続支援！
★ シヌアータPJで更なる、出荷数量向上への検討！

★ 防除薬剤およびローテーション（案）
により、病害虫被害は軽減した。

★ 灰色かび病薬剤の選択肢が増えた。

◇ シネンシス＆シヌアータ （共通）

★ 有望品種の生育状況（草丈・採花本数・ボリューム・
etc・・）から40品種中２品種が選抜された。目標の
5,800c/sには届かなかったが、前年より出荷数量
は増加した。

◇ シネンシス

◇ シネンシス＆シヌアータ （共通）◇ シヌアータ


